
（証券コード：6594）
https://www.nidec.com

決算説明会
2024年3月期 第2四半期

ニデック・コンバージョン事業の出力45メガワット高スピードモータ

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答には、将来に関する⾒通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発⾔は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・⽣産能⼒、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き⾏われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発⾔は、プレゼンテーションの⽇に⼊⼿可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発⾔を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発⾔は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開⽰及び適時開⽰等の記載をご覧ください。

当社グループ傘下の伊ニデックASIは、世界最大の天然ガス田の生産拡大を支援するため、45MWのモータ（表紙写真）の生産・供給に
関する3,000万ユーロの契約に署名しました。https://www.nidec-industrial.com/expand-production-natural-gas-field-2/

2



（百万円）
22年度

第2四半期（累計）

23年度

第2四半期（累計）
増減率

23年度
通期見込

売上高 1,130,767 1,160,662 +2.6% 2,200,000

営業利益 96,368 115,782 +20.1% 220,000

営業利益率 8.5% 10.0% - 10.0%

税引前利益 118,375 145,359 +22.8% 210,000

親会社の所有者に帰属する

四半期利益 86,649 106,081 +22.4% 165,000

一株利益（円） 150.31 184.62 +22.8% 287.16

配当金（円） 35.00 35.00 - 70.00

対米ドル為替レート
平均・・・
期末・・・

133.97円

144.81円

141.00円

149.58円

+5.2%

+3.3%

＜想定レート＞

米ドル=120円

ユーロ=130円

(下期想定レート)

為替感応度：1円あたり米ドルは売上高100億円、営業利益11億円、ユーロは売上高19億円、営業利益4億円 （全てFY23通期ベース）

連結決算業績

3

1,111 1,152 1,075 
916 958 

1,113

130 
110 

49 

-22 

60 

110 

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上⾼ 営業利益
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製品グループ別、四半期業績推移
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為替
変動

家電・商業・
産業⽤

機器装置 電⼦・光学、
その他

為替
変動

精密⼩型
モータ

機器装置 電⼦・光学、
その他

全社費⽤

【売上高】

【営業利益】

精密⼩型
モータ

11,308

964

⾞載

家電・商業・
産業⽤

⾞載

+32

+10

11,607

1,158

構造改⾰
費⽤

+174
（億円）

+41+164

▲276

FY22・2Q累計
（実績）

FY23・2Q累計
（実績）

▲85

（億円）

▲4

2023年度2Ｑ（累計）の前年同期⽐増減分析
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（実績）
FY23・2Q累計

（実績）
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+51 +76 ▲48 ▲2

（億円）

【売上高】

FY23・1Q
（実績）
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変動

機器装置 電⼦・光学、
その他

FY23・2Q
（実績）

精密⼩型
モータ

⾞載

為替
変動

精密⼩型
モータ

機器装置 電⼦・光学、
その他

全社費⽤

【営業利益】
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家電・商業・
産業⽤

⾞載構造改⾰
費⽤

（億円）

FY23・1Q
（実績）

FY23・2Q
（実績）

+25

▲61

+48

2023年度2Ｑ（３ヶ⽉）の直前四半期⽐増減分析
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連結売上高は、前年同期比2.6%増収の1兆1,607億円と
なり、2Q累計で過去最高を更新。

営業利益は、前年同期比20.1%増益の1,158億円とな
り、2Q累計で過去最高を更新。

税引前利益は前年同期比22.8%増益の1,454億円、親会
社の所有者に帰属する四半期利益は前年同期比22.4%増
益の1,061億円となり、いずれも2Q累計で過去最高を更
新。

2023年度2Q連結決算ハイライト
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中⻑期成⻑を
⽀える積極投資
は今後も継続

設備投資・減価償却費・研究開発費

1,378

1,000

1,195
1,200 

813

880

546
618

408

0

1,000

2,000

FY21 FY22 FY214 FY222 FY212 FY223

設備投資 減価償却費 研究開発費

（通期予想）

（億円）

22年度 23年度 22年度 23年度 22年度 23年度

（通期予想）

（通期予想）

（上期実績） （上期実績）

（上期実績）
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中⻑期戦略⽬標中⻑期戦略⽬標

9

 の中長期目標

Net sales

Operating profit

2030年度

10兆円
(目標)

2025年度

4兆円
(目標)

10
2030202520221973 1980 1990 2000 2010

1985年度

100億円
突破

1985年度

100億円
突破

1997年度

1,000億円
突破

1997年度

1,000億円
突破

2014年度

1兆円突破

成長領域に軸足を
置いた自律成長と
新規M&Aによる売
上と利益の増加を

目指す。

売上高と営業利益の推移

2022年度

2兆円突破

（年度）

売上高

営業利益



1.62 
1.92 

2.24 2.20 

3.00 

9.9%
8.9%

4.5%

15.0%

7.8% 7.1%

1.8%

15.0%

-15%
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FY20 FY21 FY22 FY23 FY25

売上高（左軸）

営業利益率（右軸）

ROIC（投下資本利益率、右軸）

精密小型モータ 車載 家電・商業・産業用 その他

の製品グループ

6,000
億円

【自律成長】
（目標）

1兆円
【自律成長】
（目標）

1兆円
【自律成長】
（目標）

4,000
億円

【自律成長】
（目標）

新規M&Aを
含めた上乗せ
（挑戦目標）8,000億円

1.3兆円 1.3兆円

6,000億円

2025年度
売上高：4兆円（目標）
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売上高3兆円（営業利益率15%）
とM&A1兆円で、計4兆円

＊ 2025年度の営業利益率目標15%は、自律成長（売上高3兆円分）に適用。

売上高目標4兆円を製品グループ別に分解

中期戦略目標Vision2025

（予）

（目標）

（目標）

自
律
成
長

M&A

（兆円） （利益率）*

1,440 
988 785 

2,996 
3,261 3,469 

15.1%

10.0%

6.3%

‐18%

‐12%

‐6%

0%

6%

12%

18%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

FY20 FY21 FY22 FY23 FY25

その他小型モータ

HDD用モータ

営業利益率

精密⼩型モータ︓セグメント内の事業ポートフォリオ転換を加速

省電⼒関連やサーマルマネジメント需要の獲得に加え、⾞載⼩型モータの量産化を開始
【精密小型モータのVision2025 】
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【中期成長ドライバー】

 ①車載小型モータ（電動2輪用モータや出力
30kW以下の小型EV用モータ等）、②サーマル
マネジメント（冷却ファンや台湾CCI等）、
③デジタル家電用モータ、の3分野への集中
的な取り組みを通じ、精密小型モータにおけ
るポートフォリオ転換を着実に遂行。

 HDD用モータは、主にデータセンター向けや
サーバー用途の需要拡大を捉え、ニアライン
用HDDモータ等の高付加価値品の製品構成比
率上昇を通じ更なる高収益化を図る。

・・・

Panda Mini

採用モデル数は
今後も拡大

（⽬標）（予）

換電獣 01

・・・
採用モデル数は
今後も拡大

（売上⾼︓億円） （利益率）自律成長

6,000億円
(目標)
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精密⼩型モータ︓新商材の拡販

（各種資料より当社推定）

（百万台）

0

2021 2023 2024 2025 202620222020

200
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T
DP

[W
]

空冷

水冷

GPU

CPU

※

※TDP(Thermal Design Power)…設計上想定される最大放熱量

4輪EV
比率

約20%

2輪車の電動化は
4輪車比で約5年遅行

2輪EV
比率

約20%

（百万台） CY18 CY19 CY20 CY21 CY22 CY23

4輪車
全需 94 89 77 80 79 82 

4輪EV 2 3 3 6 9 12 

EV比率 2% 3% 4% 8% 12% 15%

2輪車
全需 47 44 35 41 45 48

2輪EV 1 1 1 1 1 2

EV比率 1% 2% 2% 3% 3% 4%

CPU GPU
発熱量

多

主な用途：
コンピュー
タの中央演
算処理

主な用途：
画像・動画
処理、3D、
CAD、AI

水冷需要増

【マイクロプロセッサの出力増によって発熱量は増加】

GPU

CPU

2輪⾞の電動化は4輪⾞に約5年遅れて進展 AI活⽤機会の拡⼤に伴って⽔冷需要は増加

電動2輪 水冷モジュール

【CPUとGPUの最大放熱量推移】
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2輪EV4輪EV全需
※

※2輪の全需はインドと東南アジア

【4輪車と2輪車のEVシフト予想】

※

CDU: 
Coolant Distribution Unit

23,037 26,403 27,419 21,924 20,923 21,483 18,661 17,395 10,641 18,414 

78,269 77,401 
88,695 

81,758 90,199 93,706 
88,810 

74,156 85,119 
92,904 

12.1%
10.4%

12.1%

5.1%

11.7%
9.6%

4.5%

-2.4%

6.3%

9.9%

-25%

-20%
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0%
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0
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100,000
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200,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY2021 FY2022 FY2023

その他小型モータ売上高（左軸） HDD用モータ売上高（左軸）

精密小型モータの営業利益率（右軸）

精密⼩型モータ︓四半期別業績推移

中期成⻑を⾒据えた種蒔きと短期業績の回復に向けたWPR-X 活動を同時に推進
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（売上⾼︓百万円）

HDD出荷台数（TAM, 百万台）

（営業利益率︓%）

68 66 
61 

53 
45 

39 36 33 31 30 



CASE⾰命による旺盛な電動化需要を待ち伏せし世界No.1の⾞載システム企業を⽬指す

【車載のVision2025 】

⾞載︓⾼成⻑への打ち⼿

（売上⾼︓億円）
 FY23は、E-Axle Gen2（第2世代）の投入、並

びにGen1（第1世代）の原価低減と出荷の収
束化を図り、営業利益黒字化を実現。

 商圏を、これまでの中国中心からグローバル
（欧米）へ展開。製品も、これまでのE-Axle
（システム）に加えてモータ単体を筆頭とし
た部品にも注力し、売上・利益の成長を強力
に推進する。

【EVトラクション関連】

【車載オーガニック】

 グローバル自動車市場は成長率が鈍化傾向も
電動化進展による旺盛なモータ等の関連需要
を当社は捉え、電動パワーステアリング用や
電動ブレーキ用等を軸に、更なる市場シェア
を獲得。

（利益率）

15（⽬標）（予）

自律成長

1兆円
(目標)

100 311 540 

3,481 
3,866 

4,656 

5.5%

2.6%

-8.1%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

FY20 FY21 FY22 FY23 FY25

車載オーガニック（左軸）

EVトラクションモータ事業（左軸）

営業利益率（右軸）

急激な価格破壊の進展による「モータの低出⼒化」や 「X-in-1化」が想定以上の速さで進展

⾞載︓中国E-Axle事業の戦略転換
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【市場トレンドの変化】

1. モータの低出力化の進展
2. E-AxleのX-in-1化の進展
3. 1.と2.による低価格化の進展

【中国E-Axle市場、モータ出力の推移】（占有⽐率）
*

開発&製造

中国国内にて完結しスピード対応
（ローカル開発体制の更なる充実化）

販売

低出力/X‐in‐1の横展開
（中国OEMや日系OEMの中国合弁）

購買

中国現地メーカー部品へシフト

B/Cセグの

70kWが
急速に進展

【当社の対応方針】

* 販売台数の上位50モデルを抽出、かつ当社の顧客が主力とする出力30-150kWの
中・小型車（A, B, Cセグメント）に限定。
CY23は、1-8月期のデータより当社作成。

**

**



⾞載︓E-Axleの「X-in-1化」
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E-Axle Gen3は、従来の3-in-1に、IPSユニットとPTC-Heaterを組み込んだ「7-in-1」へ

従来の3-in-1
要素

【Gen3: 7-in-1】

ギヤ

モータ

インバータ

IPSユニット

・OBC
・DC-DC
・PDU

PTCﾋｰﾀｰ

OBC + DC-DC
PDU+
PTCﾋｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ
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【X-in-1 ECU統合 最適化例】

MCU/PMIC マイコン/電源IC 車内通信強電ハーネス/バスバー 冷却水路
BMS: Battery-Management-System
Inv: Inverter
DCDC:DC-DC converter

冷却水

PDU

DCDC

Inv
ギ
ア

BMS

MCU
PMIC

MCU/PMIC
冷却水

CAN Bus

【現在の分離したX-in-1】

PDU

MCU
PMIC

DCDC

MCU
PMIC

OBC

MCU
PMIC

Inv
ギ
ア

CAN Bus

3 in 1

PTC

モータ モータ

【IPS内部とPTCヒーター】

PTCﾋｰﾀｰ

IPS＋PTC
for 7-in-1

7-in-1: Motor, Gear, Inverter, IPS（OBC+DC-DC+PDU）, PTC

IPS: Integrated Power System, OBC: On-Board Charger,
PDU: Power Distribution Unit, PTC: Positive Temperature Coefficient (Heater)

MCU
PMIC

OBCPTC

⾞載︓当社E-Axleの販売台数推移

不採算機種の受注制限で収益性最優先の舵取りを⾏いつつ、⼩型化のR&Dを再加速

【当社E-Axleの販売台数見通し】 【FY23 E-Axle（AMEC）製品ミックス変化】（千台）

【FY23Q1】 【FY23Q2】 【FY23通期】

Gen1
（53%）

（目標）（予想）（目標） （目標）（目標） （目標）

（予想）
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Gen2
（22%）

Gen1(VE)
（28%）

Gen1
（50%）

Gen2
（63%）

Gen1(VE)
（25%）

Gen1

（12%）

Gen1

（16%）

Gen2
（69%）

Gen1(VE)
（15%）



⾞載︓EVトラクションモータ事業の売上⾼推移

中国に加え⽇・欧・⽶OEMへの受注を加速しFY25売上⾼5千億円（⽬標）達成を⽬指す

【当社EVトラクションモータ事業の売上高推移】（億円）

（目標）（予想）

Deepal SL03

HYCAN007 Aion S/S Plus Aion LX/LX Plus Aion V/V Plus

Aion Y

iA5
EA6Airtrek

Geometry A Geometry C

Zeekr 001 smart LivanGeometry G6 Geometry M6

・・・

・・・

採用モデル数は
今後も拡大

【部品】

【E-Axle】

採用モデル数は
今後も拡大

Aion Hyper GT

（目標）

（AMEC+NPe）

Fiat 500e Peugeot e-208 Opel Corsa Opel Mokka

Peugeot e-2008

19（予想） （予想）

5.0%
3.5%

2.4%

-0.1% 0.0%

3.9%

-5.7%

-31.7%

8.0%

3.7%

11.3%
10.5%

7.9%

5.5% 5.8%

9.6%

1.4%

-20.5%

8.4%
7.0%

-12%

-8%

-4%

0%

4%

8%

12%

16%

-12,000

-8,000

-4,000

0

4,000

8,000

12,000

16,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY2021 FY2022 FY2023

営業利益（左軸） 営業利益（左軸）

営業利益率（右軸） 営業利益率（右軸）

⾞載︓四半期別業績推移

FY22下期の構造改⾰費⽤計上から、FY23は⼤幅な反転攻勢へ

車載オーガニック・・・車載から、EVトラクションモータ事業による業績影響を除外したもの。*

【売上高の推移】 【営業利益額と営業利益率の推移】
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97,747 99,450 103,921 

116,525 113,280 

140,870 140,359 

125,145 

137,600 
144,576 

0

40,000

80,000

120,000

160,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY2021 FY2022 FY2023

車載 車載オーガニック*（売上⾼︓百万円）

＜⾞載＞ ＜⾞載オーガニック＞

（営業利益率︓%）（営業利益︓百万円）

*



6,016 

7,866 
9,140 

8.8%
9.9%

7.7%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

FY20 FY21 FY22 FY23 FY25

家電・商業・産業用（左軸）

営業利益率（右軸）

⾼効率モータへの置き換え等グリーンイノベーション関連需要の獲得を軸に⾼成⻑を実現する

【家電・商業・産業用のVision2025 】

家電・商業・産業⽤︓⾼成⻑への打ち⼿

21

【中期成長ドライバー】

 家電分野は、高効率モータへの置き換えが進展。
空調機・洗濯機・乾燥機・食洗器用や、冷蔵庫用
コンプレッサー用途のブラシレスDCモータ需要等
を獲得。

 商業分野は、業務用空調機用途やEコマースで使
用されるロボットモジュール等の需要を獲得。

 産業分野は、再生可能エネルギー市場において不
可欠なBESSや、半固体リチウムイオン電池メー
カーFREYR社との合弁事業に注力。

（売上⾼︓億円） （利益率）

（⽬標）（予）

冷蔵庫用コンプレッサー
システム

Eコマース用
ロボットモジュール

バッテリーエネルギー貯蔵システム
(BESS)

自律成長

1兆円
(目標)

HVAC関連用途

家電・商業・産業⽤︓サブセグメント別の四半期業績推移
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【家電・商業・産業用の四半期別売上高推移】 【家電・商業・産業用の四半期別営業利益推移】

MOEN事業は、家電・商業・産業⽤の売上・利益の両⾯でFY23業績に貢献

0

10,000

20,000

30,000

40,000

Q1 Q2 Q3 Q4 Q4 Q1 Q2

テクノモータ

ACIM

MOEN

0

100,000

200,000

300,000

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

テクノモータ

ACIM

MOEN

（売上高：百万円） （営業利益：百万円）

222,686
230,710 227,908 232,682 238,879 240,784

17,903
20,389 20,631

11,894

22,427
(Non-GAAP）

30,905

※ Q4構造改革費用10,533百万円
を戻した値（Non-GAAP）

27,719

FY2022 FY2023 FY2022 FY2023

※



家電・商業・産業⽤︓サブセグメント別の主な製品構成
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テクノ
モータ

ACIM

MOEN

【家庭用空調】 【業務用空調】 【産業用】
ブラシレス
DCモータ

ブラシレス
DCモータ

三相誘導モータ

【家電用】 【商業用】 【産業用】

【インフラ関連】【ロボット関連】【エレベータ関連】【ドライブ/コントロール】【発電機】【中・大型モータ】

家電・商業・産業⽤: SynRA™で誘導モータ市場を制覇

⾰新的技術のSynRA™モータを市場投⼊。誘導ﾓｰﾀ市場でダントツの世界シェアNo.1を狙う︕

産業用途に占める
誘導モータの比率

約60%
・安価
・堅牢

【産業用のモータ内訳】

2次損失

その他

1次銅損

鉄損

39%減

誘導モータ SynRA™ 誘導モータ SynRA™

（例）（例） 現在
市場規模
2.5兆円

FY30
市場規模
約5兆円

【世界の誘導モータ市場】

競合A

競合B

競合C

その他
55%
(目標）

競合A

競合B

競合C

約10%

40%減

SynRATM

【総損失】 【体積】

誘導モータ

（SynRM with Aluminum cage rotor）
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高効率化
に成功（IE5）

小型化
にも成功

CCP賞
（⽶国）

NED賞
（⽶国）

BP賞
（⽶国）

【技術革新3賞を受賞】



家電・商業・産業⽤(MOEN):中⻑期成⻑を⾒据えて新分野に挑戦

MOENは、FY27までの計5年間で売上⾼倍増（CAGR15%）を⽬指す
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FY27
売上高

約8千億円
（目標）

Nidec Industrial Automation India Private Limited （完成予想図）

【成長市場であるインドへの大型投資を敢行】

FY22
売上高

約4千億円

モーション
プラットフォーム

【中・大型モータ】

【発電機】

【インフラ関連】
【ドライブ／コントロール】

【オートメーション関連】

【エレベータ関連】

エナジー
プラットフォーム

ラック/ モジュール

パック/コンテナ

【航空宇宙分野】【再生エネルギー分野】

モーション
プラットフォーム

エナジー
プラットフォーム

10.5% 10.9%

8.8%

9.6%

8.0%
8.8% 9.1%

5.1%

12.9%
11.5%

9.9%
10.5%

8.2%

9.2%

7.3%
8.2%

8.9%

4.8%

12.4%
11.4%

0%

5%

10%

15%

0

10,000

20,000

30,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY21 FY22 FY23

営業利益（左軸） 営業利益（左軸）

営業利益率（右軸） 営業利益率（右軸）

家電・商業・産業⽤︓四半期別業績推移

【売上高の推移】 【営業利益額と営業利益率の推移】
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（売上⾼︓百万円） （営業利益︓百万円） （営業利益率︓%）
＜家電・商業・産業⽤＞ ＜内、海外⼦会社群＞

186,432 191,589 197,757 
210,810 

222,686 
230,710 227,908 232,682 238,879 240,784 

0

100,000

200,000

300,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY21 FY22 FY23

家電・商業・産業用 内、海外子会社群

発電機やクリーンエネルギー市場の追い⾵を受け、海外⼦会社の収益性改善が進展



1,506 
2,156 

2,965 
608 

697 

830 

34 

37 

44 

15.4%
18.2%

15.5%

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

FY20 FY21 FY22 FY23 FY25

機器装置（左軸） 電子・光学部品（左軸）

その他（左軸） 営業利益率（右軸）

その他製品グループ︓⾼成⻑への打ち⼿

FY23より機械事業本部が始動（減速機・プレス機・⼯作機械）、機器装置の⾼成⻑を牽引
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【その他製品グループのVision2025 】

（売上⾼︓億円） （利益率）

（⽬標）（予）

【中期成長ドライバー】

 機械事業本部（ニデックドライブテクノロジー）で
FY25売上高5千億円、FY30売上高1兆円を目指す。

 波動歯車減速機は、引き続き協働ロボット市場のグ
ローバルシェア拡大を徹底推進。遊星減速機も、欧
州に新生産拠点を設け売上拡大を図る（旧NMAスペ
イン拠点の遊休資産を活用）。

 プレス機は、アンチプラスチック向けやEV向け等の
成長分野を強化。周辺の装置も補強し小型高速機か
ら大型機まで全ラインアップを強化。

 工作機械は、ポートフォリオの充実（販売市場と製
品構成の多様化）を図るなか、特に中国市場を深耕
し高成長を狙う。㈱TAKISAWAへのTOBを開始。

工作機械の中国平湖新工場
（第1期工事：2023年6月竣工）

歯車工作機械の生産現場
（中国平湖市のレンタル工場：22年10月～）

自律成長

4,000億円
(目標)

ニデックドライブテクノロジー：旧、日本電産シンポ*

*

FY21 FY22 FY23 FY25 FY30

工作機械

プレス機

減速機

その他製品グループ︓機械事業本部
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社名 買収時期 主要製品

減
速
機

ﾆﾃﾞｯｸﾄﾞﾗｲﾌﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ - 減速機

Nidec Graessner（独） 2018年8月 直交減速機

NIDEC DESCH（独） 2019年3月 大型減速機

プ
レ
ス
機

ﾆﾃﾞｯｸﾄﾞﾗｲﾌﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ - 小型ﾌﾟﾚｽ機

Nidec MINSTER（米） 2012年4月 中・大型ｻｰﾎﾞﾌﾟﾚｽ

Nidec ARISA（西） 2015年8月 大型ﾌﾟﾚｽ

Nidec VAMCO（米） 2017年3月 ﾌﾟﾚｽ機送り装置

Nidec SYS（独） 2019年2月 ﾌﾟﾚｽ機送り装置

Nidec CHS（米） 2020年9月 ﾌﾟﾚｽ機周辺機器

Automatic Feed他（米） 2023年8月 ﾌﾟﾚｽ機周辺機器

工
作
機
械

ﾆﾃﾞｯｸﾏｼﾝﾂｰﾙ（日） 2021年8月 歯車機械・5面加工機

ﾆﾃﾞｯｸｵｰｹｰｹｰ（日） 2022年2月 ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ

PAMA（伊） 2023年2月 横中ぐり盤・5面加工機

積極的なグローバル展開とM&Aによる事業拡⼤でFY30売上⾼1兆円を⽬指す

【地域別売上高の変遷】

FY11 FY22

【機械事業本部の構成】

【機械事業本部の売上高目標】

1,054
1,701

1兆円

（億円）

5,000



*
⽣産拠点はグローバルに展開（8か国25⼯場）、各マーケットのニーズに対応

ニデックオーケーケー
猪名川製造所

NIDEC OKK Machinery 
(THAILAND)

ニデックマシンツール
本工場

ニデックマシンツール
京都工場

NIDEC MACHINE TOOL
(CHANGSHU)

NIDEC MACHINE TOOL
（ZHEJIANG）

Nidec India Precision 
Tools

NIDEC VAMCO

Automatic Feed Company

NIDEC MINSTER
ニデックドライブテクノロジー

京都工場

ニデックドライブテクノロジー
駒ヶ根工場

ニデックドライブテクノロジー
上田工場

NIDEC PRESS & AUTOMATION 
(ZHEJIANG)

NIDEC DRIVE TECHNOLOGY 
(ZHEJIANG)

NIDEC DRIVE TECHNOLOGY 
Spain factory

NIDEC ARISA

NIDEC STADLER

NIDEC GRAESSNER

NIDEC DESCH

その他製品グループ︓機械事業本部

NIDEC SUBIC PHILIPPINES

NIDEC CHS

NIDEC SYS
Federal Broach

Pama Shanghai 
Machine Tool

プレス機

減速機

工作機械
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主要ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
アンコイラー

レベラー
送り装置 プレス

小型
高速

電子部品、
コネクター

供給者多数
（購買可）

VAMCO/SYS KYORI

中型
一般部品、EVﾗ
ﾐﾈｰｼｮﾝ、製缶

CHS/ARISA CHS/ARISA
MINSTER/
ARISA

大型 自動車部品
Automatic

Feed
Automatic

Feed
ARISA

*
協働ロボット市場で世界シェアNo.1を狙う
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その他製品グループ︓機械事業本部の戦略① 減速機・プレス機

ユニット化によるソリューション提案で更なる⾼収益化を実現

減速機 プレス機

Automatic Feed＋ARISAによる車載用プレスユニット

【事例】

成長市場であるEV関連プレスの受注が拡大
（バッテリー、車載部品、モータコア）

【M&Aを活用しユニット化を実現】

新製品の投入で
市場シェア獲得

プレス機

送り装置

レベラー

アンコイラー

プレスユニット
（イメージ）

44 57 71 92
118

143

274

344

433

0

100

200

300

400

500

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2030 2031 2032

【協働ロボット世界市場】
（出荷台数予想）

（千台）

（出所：矢野経済研究所）

『世界初』マルチセンサ内蔵型

Smart-FLEXWAVE 

※

※2023年11月末
発表予定。

3つのセンサーを
一体構造で内蔵!

①トルクセンサー
②温度センサー
③角度センサー

中型6軸ロボット
への搭載例



当社
（FY22売上高ﾍﾞｰｽ）

世界市場
（約10兆円規模）

地
域
別

機
種
別

*
FY25に、欧⽶︓中国︓⽇本︓その他＝3:3:3:1として旋盤他の機種構成⽐を増やす
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その他製品グループ︓機械事業本部の戦略② ⼯作機械

【現状認識】

FY22
当社

CY22
世界

日本が半分弱 中国・米州・欧州で約7割

マシニング

センタ

歯車機械

大型汎用

工作機

その他

マシニング

センタ

40%

旋盤

33%

歯車機械

2%

大型汎用工作機

1%

研削盤

7%

その他

17%

歯車機械・大型汎用機が半分強 マシニングセンタ・旋盤が約7割

CY22
世界

FY22
当社

1. エンドユーザーが本当に必要な機能・サービスを提供。
（過剰仕様・過剰品質に留意した合理的な価格設定）

2. 地産地消で、スピード経営を重視。
（相対的に短い納期で製品を提供）

3. M&Aを駆使して商材・地域を補完し事業規模を拡大。

【事業戦略】

FY30迄にグローバルNo.1の
総合工作機械メーカーを目指す。

上位機種
上位機種

中位機種

限定機能機種
限定機能機種

中位機種
A

中位機種
B

中位機種機能で
若干価格は高め

機能に過不足が
なく、低価格帯

従来
今後

44,651 
50,714 

58,889 61,334 
73,090 

80,275 
69,556 73,561 70,770 75,675 

16,417 
16,729 

18,842 17,711 

19,235 
22,266 

22,612 18,898 
21,858 

21,128 

17.7%
19.1%

17.4%
18.6% 18.1% 18.3%

16.4%

9.0%

16.5% 16.4%

-20%

-10%

0%

10%

20%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

FY21 FY22 FY23

機器装置売上高（左軸） 電子・光学部品売上高（左軸）

その他売上高（左軸） その他の製品群営業利益率（右軸）

その他の製品グループ︓四半期別業績推移

FY22Q4の構造改⾰費⽤計上を経て、FY23は更に⼀段上の収益性改善を狙う
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（営業利益率︓%）（売上⾼︓百万円）



お問い合わせ先

ニデック株式会社 IR・CSR推進部

Tel： 075-935-6140
E-mail： ir@nidec.com
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業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

補⾜資料
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コロナ後の新「5つの大波」

コロナ禍で露呈した人類共通の課題を解決するニデックのソリューションビジネス群

省⼈化の波
（キーワード︓産業⽤ロボット、サービスロボット、物流）

5G & サーマルソリューションの波
（キーワード︓触覚、⼿振れ補正、放熱モジュール）

デジタルデータ爆発の波
（キーワード︓⾼速・⼤容量、GAFA、巣ごもり）

省電⼒化と
コロナ後の波

（キーワード︓殺菌、衛⽣、巣ごもり）

⾞載⽤モータ

家電⽤モータ

冷蔵庫⽤コンプレッサ

ニアライン⽤HDDモータ

ファン
モータ

べーパーチャンバー ヒートパイプ

減速機

ドローン⽤モータ

無⼈搬送台⾞

脱炭素化の波
（キーワード︓⾛る・曲がる・⽌まる、安全・快適、熱マネジメント）
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トラクション
モータシステムeVTOL

（電動垂直離着陸機）

17.8%
(20.0%)

2.5%
(3.8%) 15.3%

（16.3%)

12.6%
(13.6%)

3.7%
(3.7%)

HDDモータ

オルゴール、サービス

家電・商業・産業⽤家電・商業・産業⽤

機器装置機器装置

電⼦・光学部品電⼦・光学部品

その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成⽐率

精密⼩型モータ精密⼩型モータ

スイッチ、センサ、レンズユニット、カメラシャッター

産業⽤ロボット、カードリーダ、検査装置、
プレス機器、変減速機、⼯作機械

24.3%
(22.5%)

41.3%
(40.1%)

1兆1,607
億円

⾞載⾞載

23年度上期製品グループ別売上構成

その他⼩型モータ
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トラクションモータシステム、⾞載⽤モータ
（電動パワステ⽤モータ、電動ブレーキ
⽤モータ等）、⾃動⾞部品（電動オイル
ポンプ、電動ウォーターポンプ、コントロー
ルバルブ等）

家電・商業・産業⽤モータ（エアコン⽤モータ
、洗濯機⽤モータ、乾燥機⽤モータ等）、家
電・商業・産業⽤関連製品（冷蔵庫⽤コンプ
レッサー、発電機、バッテリーエネルギー貯蔵シ
ステム等）

⼩型ブラシレスモータ、ファンモータ
、振動モータ、⼩型ブラシ付モータ
、モータ応⽤製品

0.2%
(0.2%)
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売上⾼（左軸）
営業利益（右軸）

四半期別の業績推移（売上⾼・営業利益）

WPR-X 活動によるFY22の収益構造改⾰を経て、FY23は業績V字回復へ
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⾞載︓当社E-Axle搭載⾞種の販売状況

当社E-Axle搭載⾞種はFY20に前年⽐90%増、FY21同140%増、FY22同138%増

【当社E-Axle採用車種の販売実績】 （出所：Marklines）（台数）
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570 614

236

-214

861

593
413 453

174

-591

640
420

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

税引前利益 当期利益

【税引前利益・当期利益の推移（億円）】

5,404 5,904 5,690 5,431 5,661 5,946

447 517

280

-243

602 5568.3% 8.8%

4.9%
-4.5%

10.6%
9.4%

22年度1Q 2Q 3Q 4Q 23年度1Q 2Q

売上⾼ 営業利益 営業利益率（％）
【売上⾼・営業利益の推移（億円）】

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当⾦の推移（円）】

35.0 
35.0 35.0 

30.0 35.0 35.0 

232 

78 

287

21年度 22年度 23年度

期末配当⾦ 第2四半期末配当⾦ ⼀株利益

連結決算ハイライト
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（予）

（予） 564 

1,413 

-810 -796 

-246 

617 

22年度2Q累計 23年度2Q累計

営業CF 投資CF フリーCF


